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あらまし：学習者の理解状況を把握するための枠組みとして学習者間で統一された構成要素を用いて概念

マップを作成させる Kit-Build 概念マップが提案されており，これまで複数回の実践を行ってきた．しか

し現在この Kit-Build 概念マップにおいて学習者が作成した概念マップを教師が容易に分析できるような

仕組みがない．そこで，本稿では教師が学習者の作成した概念マップを分析するための教師用アナライザ

を開発したので報告する． 
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1. はじめに 
学習者の理解状況を把握するための枠組みとして

学習者間で統一された構成要素を用いて概念マップ

を作成させる Kit-Build 概念マップが提案されてお

り，複数回の授業実践の中で高い学習効果が確認で

きている．しかし，現在この Kit-Build 概念マップに

おいて学習者が作成した概念マップを教師が容易に

分析できるような仕組みがなく，教師が限られた授

業時間内で目標とする授業を行うことは難しい．そ

こで，本稿では教師が学習者の作成した概念マップ

を分析するための教師用アナライザの開発を行った． 
 

2. Kit-Build概念マップ 

概念マップとは，2 つ以上の概念（ノード）とそ

れらの関係（リンク）によって構成された図的表現

である．これは，知識の外化・整理活動を行うため

に非常に有用なものとして知られており，概念マッ

プによって学習者の理解を表現・共有・診断するこ

とが可能とされている．(1)
 

これを拡張した新たな概念マップ作成法として教

師・学習者に対して共有・診断することが可能な

Kit-Build 概念マップの提案がなされている． 

Kit-Build 概念マップでは，教師が正解となるマッ

プ（ゴールマップ）を作成し，それをノードとリン

クに分解し学習者にキットとして提供する．学習者

はそのキットを元に概念マップを作成する．この学

習者の理解状況が反映された概念マップを学習者マ

ップと呼ぶ．この枠組みにより，すべての学習者マ

ップの構成部品は同一であるため，システムによる

Kit-Build 概念マップの評価が容易になっている．(2) 

 

2.1 重畳マップによる形成的評価の実現 

Kit-Build概念マップはすべての学習者マップの構

成部品が同一であるため，すべての学習者マップは

構成部品単位で重ね合わせることができる．このよ

うにして重ね合わされたマップを重畳マップと呼ぶ．

教師は重畳マップを評価することで，学習者全体の

理解を俯瞰的に把握することができ，理解状況に応

じたフィードバックを返すことができる．  

 

3. 授業実践 

これまで小学校などの教育機関において Kit-Build

概念マップを組み込んだ授業実践を 30 時限以上行

っており，教師は学習者マップを評価することで学

習者の理解状況を把握し，それに応じて間違いの指

摘や授業内容の改善を行うことができた．(3)
 

これらの実践結果から Kit-Build 概念マップを用

いたフィードバックは一般的に授業におけるフィー

ドバックよりも高い学習効果があることが確認され

たため，授業内に Kit-Build 概念マップを組み込むこ

とは有用であると考えられる。Kit-Build 概念マップ

を用いた授業フローを以下に示す． 

① 学習者が講義内容についての概念マップを

作成 

② 教師が学習者マップをもとに重畳マップを

作成し，学習者全体の理解状況を把握する． 

③ 学習者全体の理解状況に応じたフィードバ

ックを学習者に返す． 

④ 再び学習者にマップを作成させ，それらをも

とに重畳マップを作成することで，先ほどの

フィードバックによる学習者全体の理解状

況の推移を確認する． 
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4. KBmapアナライザとその現状 

教師が学習者の作成した Kit-Build 概念マップを

評価するための枠組みとして図１の KBmap アナラ

イザがある．しかし，KBmap アナライザは本来シス

テム開発者が Kit-Build 概念マップを評価するため

のシステムであり，図１に示す Kit-Build 概念マップ

を用いた授業フローに最適化されたシステムではな

い．そのため授業で教師が扱うにあたって重畳マッ

プの作成，表示およびゴールマップとの差分を取る

といった作業を行う際に一々画面の切り替えをしな

ければならないことや，そもそも学習者のマップを

どのように分析すればいいのかが分かりにくいこと

などといった問題点がある．これでは教師が限られ

た授業時間内で上述のフローに沿った授業を直感的

に行うことは難しいと思われたので，そういった点

を改善した教師用アナライザの開発が必要であると

考えた． 

 

5. 教師用アナライザにおける改善点 

実際に KBmap アナライザを用いて授業を行った

教師との話し合いのもと浮かび上がった，教師用ア

ナライザで主に改善すべき点を以下に示す． 

① 上述の授業フローに合わせた機能の再配置 

② 教師がゴールマップおよびキットを作成で

きる枠組みの追加 

理由として, ①については KBmap アナライザに

おいて教師がシステム開発者の補助なしに重畳マッ

プの作成および評価を行うことが困難であったため，

教師が直感的に重畳マップ関連の機能を扱えるよう

に機能の再配置を行う必要があると考えた．また，

②については KBmap アナライザにおいてゴールマ

ップおよびキットを作成する枠組みが存在せず，教

師がシステム開発者に依頼する必要があったため，

教師が個人でもそれらを行える枠組みが必要である

と考えた． 

 

6. システムの概要 

提案する教師用アナライザの機能を以下に示す． 

① 一覧：ゴールマップや学習者マップを表示す

る機能 

② 集団分析：重畳マップの作成，表示およびゴ

ールマップとの差分を取る機能 

③ 個人分析：学習者マップとゴールマップや学

習者マップ同士の差分を取る機能 

④ ゴールマップ作成：ゴールマップの作成とキ

ット化を行う機能 

⑤ キット追加：既存のゴールマップに新たなキ

ットを追加する機能 

以下では，学習者の理解状況把握と関係が強い集

団分析機能について述べていく．集団分析機能のシ

ステム画面を図２に示す．ここで，集団分析機能で

は重畳マップを表示する際に学習者がつなげている

割合を重畳度として各リンクのラベルに表示してい

る．このとき，重畳度に応じてリンクの線の太さを

変えるようにして，教師が学習者全体の多数派また

は少数派の意見を視覚的に把握しやすくしている．

また，対応するスライダーを操作することで指定し

た範囲の重畳度を持つリンクのみを表示することが

できる．これにより，教師は多くの学習者が正しく

理解できていない命題や、誤って理解してしまった

命題を一目で把握することができるようになってい

る．このように集団分析機能は，教師がシステム開

発者の補助なしに前述した授業フローに沿って目標

とする授業を行えるような仕様を目指した． 

 

7. まとめ 

 本研究では教師が Kit-Build 概念マップを組み込

んだ授業のフローに沿って，限られた授業時間内で

目標とする授業を行えるような教師用アナライザの

提案およびシステムの開発を行った．これからは授

業実践を通して開発した教師用アナライザの有用性

の検証と問題点の発見および改良を行っていく． 
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図 1  KBmap アナライザ 

図 2 集団分析機能のシステム画面 
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